
自分の思いや考えをよりよく表現し課題解決できる（語り場 学び場 麻生中）

～総 体～

令和８年度県民総合体育大会中学校大会（県東地区大会）が行われております。６月２６日はソフト

テニス部個人戦（ベスト３２以上）、柔道部団体戦が行われました。

ソフトテニス部では団体戦準優勝に続き個人戦においても、熱戦を繰り広げました。どのペアも円滑

なコミュニケーションをとり、修正・改善をしながら、自分たちの試合展開になるよう、それぞれのペアの

持ち味や強みを生かしながらプレーすることができました。今後も、よりよい準備をし県大会へ臨みま

す。柔道部団体戦では、５試合（４勝１分け）を行い、決勝戦に進みました。集中とリラックスの兼ね合い

が素晴らしく、キャプテンを中心に技術的な面、精神的な面から、きめ細やかなアドバイスをし合い、チ

ーム麻生として、よりよい状態をつくりました。決勝戦は僅差で敗れましたが、立派な戦いぶりでした。

また、二階会場席を含め最後までゴミ拾い等、会場整理も行いました。グッドマナーな柔道部生徒で

す。保護者の皆様におかれましては、応援、サポート等、ありがとうございました。

【県東地区総体結果】

柔道部 団体戦：県大会出場（準優勝）

ソフトテニス部 個人戦：県大会出場（４ペア）ベスト８：２ペア ベスト12：２ペア

※１ペアの競技は雨天により延期による実施となりました。結果次第で県大会出場が決定します。

～学校生活～

令和８年度県民総合体育大会中学校大会（県東地区大会）中の学校は、教職員が大

会引率となるため、教職員数が不足し、手薄となり、普段どおりの支援や体制が整えられ

なくなります。

また、時間割や予定も変更となることから、生徒も見通しある生活・学習に不安をもつ

ことがあります。そのような状況の中でも、生徒は、普段どおり落ち着いて、丁寧に生活・

学習しています。靴箱の中の靴も当たり前のように整えられています。

麻生中学校生徒は「落ち着いた丁寧な営み」「当たり前を当たり前に」ができる生徒

です。このよさや強みは令和８年度県民総合体育大会中学校大会（県東地区大会）にも

生かされています。

紫陽花は小さな花が集まって一つの大きな花房を作る様子から

「仲間の団結」という花言葉もあるそうです。
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